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開花プラン概要説明
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令和５年度採択者による活動報告

清 ・清
伊藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤 加代子（医歯学総合病院・助教）
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桜プラン

令和５年度医歯学系 准教授

清水 詩子（しみず うたこ）／ Utako SHIMIZU
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桜プラン

医歯学総合病院 助教

伊藤 加代子（いとう かよこ）／ Kayoko ITOH

令和５年度
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採択経験者からの進捗報告

小 ・小
城 教授）城城城
山

教教教教教教教教授授授授授授
山山山山
佐 友里恵（医歯学系・助教）
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桃プラン

自然科学系 助教

小山 翔子（こやま しょうこ）／ Shoko KOYAMA

令和4年度
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桜プラン

自然科学系 准教授

城内 紗千子（じょうない さちこ）／Sachiko JONAI

令和4年度
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桃プラン

自然科学系 教授

山口 智子（やまぐち ともこ）／ Tomoko YAMAGUCHI

令和4年度
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梅プラン

医歯学系 助教

佐藤 友里恵（さとう ゆりえ）／ Yurie SATO

令和３年度



上位職ロールモデルからのアドバイス

）
吉羽

）
羽羽羽羽羽羽羽羽 永子（医歯学系・教授）
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梅プラン

自然科学系 教授

坂田 寧代（さかた やすよ）／ Yasuyo SAKATA

令和２・３年度
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桜プラン

医歯学系 教授

吉羽 永子（よしば ながこ）／ Nagako YOSHIBA

令和３年度
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ダイバーシティ懇談会

「女性リーダーが誕生し得る部局とは」
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はじめに

― 女性リーダーが誕生し得る部局とは？ ―

（関） 今日ご報告いただきました皆様とともに、

「女性リーダーが誕生し得る部局とは？」と題しま

して、ディスカッションをしていきたいと思います。

部局をテーマにしましたので少し話しづらいかも

しれません。けれども、開花プランを通じて、ある

いは、日常の研究教育業務の中で女性リーダー

の成長に有効だと感じられたことや、この点がま

だまだ弱いぞと思われたこと、あるいは、部局や

大学に望むことなど何でも結構ですので、皆様の

貴重なご意見やご経験を共有させていただきた

いと思います。ぜひ、どしどしご発言ください。

どなたか口火を切ってもいいよという方はいらっ

しゃいますでしょうか？

では、先ほどのご発表で研究センターラボという

素晴らしい取組をご紹介いただきました吉羽先

生、何か補足等がありましたら一言お願いしたい

と思いますが、いかがでしょうか？

■ 上下関係なく話ができるオープンな環境

（吉羽） もともとこのラボは、開花プランに採択さ

れるときに、M先生がちょうど作るタイミングだっ

たもので、M先生がアメリカから帰ってきたところ

でスタートしたものでした。今ではそこに、先ほど

お話ししてくださった佐藤先生や、外国の方や

PhDの方がいます。

欧米のラボに行った先生たちは皆さんご存知と思

うのですけれども、やっぱり大事なことは、上下関

係なく話しができる、上司が、出たデータを俺の

ものだと言ったりしない、ということ。

そういう意味では、ラボのリーダーであるM先生

はすごくジェントルマンで、必ず人を立てて、褒め

てくれましたし、馬力もありました。そういうオー

プンな環境が大事なんだと思います。

（関） ありがとうございます。非常に重要な点だ

と思うのですけれども、皆様の部局ではいかがで

しょうか？

ロールモデルでご発表いただいた坂田先生、

いかがでしょうか？



36

■各部局に特別支援の専門家の配置を

― 若手教員の研究時間確保 ―

（坂田） 先ほどご報告させていただいたジェン

ダーダイバーシティの取組ですが、女性の優秀な

先生方がこういうプロジェクトで活躍される機会

も非常に重要だと思う一方で、女性に限らず、

男性も含めて、今、若い方が研究業務になかなか

携われていない、学内運営などのいろいろなこと

に忙殺されている状況があると思います。

例えば、近年、合理的配慮が必要な学生さんが

非常に増えています。全学では特別修学サポート

ルームとか、保健管理センターといったところが

ありますが、これらは全学の部署です。そうでは

なくて、各部局にそういう専門の方がいらっ

しゃって、特別なカウンセリングやサポートをして

いただくことができれば、もう少し、若い方も研究

に専念できるのではないかと強く思っている

ところです。

（関） 教育と研究の両立というところで、皆さん

結構悩んでおられるところかなと思います。本当

に全学としても、そういう形で活動を進めていた

だきたい部分だとは思っております。

（関） 先生方の方からも、今のことでも結構です

し、こんなのがあったからこの部局でうまくあの仕

事が進められたとか、あるいはここもうちょっと弱

いなってところとか、何かありましたらお願いした

いんですが、いかがでしょうか。

■時間の使い方の工夫／女性の健康に配慮

した体調管理

（城内） 部局としてではないのですが、私もすご

く気になっていることがあります。研究だったり、

指導学生の人数が増えてきて、自分自身の研究、

学生の研究、教育、あとワーク・ライフ・バランス、

そういうバランスを皆さんはどうやってうまく取ら

れているのかなということです。

先ほど、吉羽先生が時間の使い方のお話をされ

ましたが、時間を決めてしまうわけにもいかない

ことが結構多くて、自分の体力の限界を感じるこ

とも多くなってきているので、バランスの取り方で

工夫されていることがあったら逆にお聞きしたい

と思います。

（関） では、皆さん、何か工夫されていることが

ありましたら、お願いできますでしょうか？

（関） 伊藤先生、何かありますか？突然ご指名

ですが。

（伊藤） 工夫していることというよりも新潟大学

に望むことになりますが、やっぱり女性特有の疾

患であったりとか、月経であったり、あるいは、年

齢が上がりますと更年期であったり、様々な体の

変化によって体調不良を起こすことはあると思い

ます。制度としては生理休暇などもありますが、

なかなか理解されていなかったり、生理休暇では

なくて、更年期だから体調不良で休むと言っても、

周りから理解が得られにくかったりすることも

あるのではないかと思っています。

幸い、私は周りが理解をしてくださっていて、

恵まれているとは思うのですが、大学として、

その辺りをもう少し推進していければ、女性も

自分の健康に留意しながら活躍できるのでは

ないかと思っています。以上です。

（関） その辺りは本当にセンターとしても推進

していかなければいけない部分だと思います。

貴重な宿題をいただき、ありがとうございました。

■先輩の先生方の持つノウハウの伝授

（関） それでは、部局に対して何かありましたら、

清水先生いかがでしょうか？

（清水） 今回の開花プランの申請の体験を通し

てですが、申請書の作成とか、内容についてとか、

あとシンポジウムの運営とか、国際的な視点をど

う入れていくかという、私にはなかなか難しかっ

たところとか、アドバイスをたくさんいただくこと

ができて、すごく良かったと思いました。

このことをきっかけに、先輩の先生たちが持って

いるノウハウを聞いて広げて、つなげていければ

いいなと思います。以上です。

（関） ありがとうございます。実際、この開花プラ

ンは部局を支援する事業として始めたものです。

皆様が部局からサポートしていただいたことで、

これ良かったということがあったら、ぜひ、教えて

いただきたいのですが、いかがでしょうか？
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「良かった」と思う部局の変化や

サポート

■プロジェクト遂行を通じた一人一人の意識

の向上／雰囲気づくり

（関） 坂田先生からお願いしてもいいですか？

（坂田） ダイバーシティのプロジェクトに応募す

るように、皆さんから機会をいただいたというの

が一番大きいと思います。

それを実行するにあたって、男性教員の参加が

必要だということは先ほど申し上げましたが、参

加くださった方々がその場を盛り上げようといろ

いろと質問をしてくださったりとか、何か雰囲気

づくりにもつながっていて、一つ一つの取組は小

さいかもしれないですが、雰囲気づくりという形

で芽吹いてきているのではないかなと思います。

（関） 小さいところからでも雰囲気づくりはすご

く大事だということですね。それはどなたか後押

ししてくださったような状況ですか？それとも自

然的に出てきたのでしょうか？

（坂田） どなたかが音頭をとってということでは

なくて、一人一人の意識向上、プロジェクト支援

をいただいて、それを遂行していく上で、学部と

してもしっかりやっていこうという気運が醸成さ

れたことに尽きると思います。

（関） そうすると、開花プランも一つのきっかけに

なっているということですね。

■ 「後押し」がチカラになる

（関） では、城内先生いかがでしょうか。

（城内） 私も「雰囲気」というところと似通るんで

すが、工学部の中でも「行っていいよ」と言われて

いたことや、押していただいたことが一番です。

一年間不在にしている桜プランなどは、プログラ

ムの中で周囲の先生方にはご迷惑をおかけする

わけですが、「行っていいよ」って言ってくれる、

そういう雰囲気が本当に良かったです。

あと、帰ってきた時の受け入れをすごく心配して

くださっていたのですが、困るようなことも全く

ありませんし、未だにオランダでの話や、研究の

話も振ってくださいます。

自分の経験としてもそうですし、やっぱり雰囲気、

「行ってきて全然いいですよ」というプッシュが

本当にすごく有難かったと思っています。それを

当たり前だと思ってはいけないのだなとも。

（関） 坂田先生も、城内先生も、部局の先生方の

応援や「押して（プッシュして）」くださる雰囲気が

すごく大きな力になったのですね。

（関） では、吉羽先生いかがでしょうか？

（吉羽） 先ほどからプッシュという言葉がありま

すが、私はもともと臨床に所属していたので、

臨床にいて、一ヶ月空けるというのはとんでも

ない状況だったわけです。ところが、そのダイ

バーシティというのが新潟大学の事業であり、

それに逆らうことはどうなんだろうという雰囲気

がありまして、おかげさまで私は一年間じゃなくて

一ヶ月間でしたが、そういうところに専念させて

いただきました。

やはり、文科省、新潟大学の事業というのが大き

いと思います。

（関） 山口先生はいかがですか？

（山口） 私の場合はちょっと立場が微妙なところ

で、元は教育学部がメインで、それプラス農学部

の協力教員という形で、自然科学系に所属して

いました。教育学部の方は元学部長は女性です

し、家庭科教育、食物といった分野も女性が多く、

教職大学院の研究科長も家庭科教育の女性の

先生でしたし、副学長をされた女性の先生も身近

に居られたので、女性の教授とか、女性が活躍す

ることは普通のような気がしています。

それに対して、農学部はやはり女性が少ないとい

うところから、私が自然科学系に所属するので、

農学系列の前の学部長先生から開花プランが

あるということを教えていただいて、育成いただく

形になっています。また、現在の農学部長もそう

ですが、「食のプロジェクト」の中で育てていただ

いているのを感じていて、サポートは両面からい

ただいたなと感謝しています。また、今後、両学部

にどう貢献できるかが私の課題だと思っています。
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（関） 部局の違いにも触れていただいて興味深

かったです。では、伊藤先生いかがでしょうか？

（伊藤） 私もやはり、このプランに応募するように

後押しをしてくださったということが一番だったと

思います。実は、歯学部は学生に女性が多くて、

学年によっては半数以上が女性ということもあり

ますし、班分けをすると、もう女性ばっかりの班が

生まれたりということもある状況になっております。

そんな歯学部といたしまして、女性の指導者が生

まれやすい、女性の研究者を育てやすいというよ

うな雰囲気も出てきているのではないかと思いま

すし、このプランが後押ししてくれるのではないか

と期待しております。以上です。

おわりに

■普通にやっている女性がしっかり教授に

なれるように

（関） 今回、部局とは、という少し大きなテーマに

してしまったんですが、やはり後押しがすごく大

事だというところと、あと、吉羽先生のご発表にあ

りました、ハラスメント対策が重要だというお話も、

すごく参考になりました。

今日ここに参加されていない部局で、昨年度ロー

ルモデルとしてご発表いただきました先生お二人、

実は参加されていますので、田中先生、杉山先生、

何か補足とか、あるいはうちの部局ではこうだよ、

といったことがありましたらご発言をお願いした

いのですが、いかがでしょうか？

（関） では、杉山先生お願いします。

（杉山） いろんなお話を聞けて、また自分のこと

も思い返しながら聞かせていただきました。あり

がとうございます。

吉羽先生がおっしゃられた、飛び抜けた存在じゃ

なければ教授になれないのではないかという話を

聞いた時に、“スーパーウーマンである必要では

ない”という時代が早く来てくれればいいなと

思いました。普通に出産して、普通にやっている

女性がしっかりと教授になれるという、そういった

時代が来てくれることが一番の目的かなと。

そのために、部局の方々のご協力とか、皆さんが

後押しされたというお話とかがあって良かったの

ですが、もっともっとそういうことが盛んになると

いいなというのが私の感想です。

（関） すごく大事な話だと思います。本当に普通

の方がチャレンジしていけるような状況になって

いければいいなと思っております。

■人社系から発信を ― 女性活躍がスタン

ダード ―

（関） では、田中先生、お願いできますでしょうか？

（田中） 今日ご発表くださった先生方、本当にフ

ル回転で活躍されていて、私も本当に身が引き

締まる思いでした。

先ほど、山口先生が教育学部と農学部のことを

お話しされていましたが、私も人文学部と教育学

部に所属しています。人文学部でも女性の活躍

が妨げられていると感じたことはありません。

こうした報告会で、医歯学系とか自然科学系の

先生方のお話を伺うと、本当に全然違うなと思う

のですが、多分、同じことを医歯学系、自然科学

系の先生方も人文系の状況を耳にされて感じて

おられることと思います。

ということは、男女格差がほとんどないと言って

もいい人文学部とか、今、女性の先生が学部長

を務めておられる法学部とか、人社系の方から

「これがスタンダードなのだ」ということを発信し

ていく必要があるのかなと思いました。

（関） ぜひ、発信の方、よろしくお願いいたします。

お二人の先生、突然振ってしまったにも拘らず、

ご発言いただきましてありがとうございました。

（関） せっかくのところですが、時間になってしま

いましたので、懇談会の方は締めさせていただき

たいと思います。

これからの先生方のご活躍をお祈りしながら、

また、こういうところでフィードバックをしていただ

ければと思っておりますので、今後ともよろしく

お願いいたします。ありがとうございました。

（終了）
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ダイバーシティ推進センター

令和７年７月

【【URLRL】L】httpsps://diversity.nu.niigatata-a-u.ac.jp/

【【E【E-E----Mailail】l】diversity@cc.niigatatttaaaaaa-aaaaaa-u.ac.jp
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